








 

 

 

【医学部保健学科に係る日程】 

 

(令和７年)   ５月３１日(土)         第１クォーターにおける台風等の予備日 

      １１月１９日(水)           解剖体慰霊祭(13:30～15:00)(予定) 

           １２月 ４日(木)～５日(金) 卒業研究発表会(予定) 

      １２月  ６日(土)           第３クォーターにおける台風等の予備日 

 

（令和８年）３月５日(水)              保健学科卒業認定日 
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保健学科へようこそ       

 

 

保健学科長 

                    平井 到 

 
 

2025 年 4 月 1 日、琉球大学医学部保健学科は新キャンパスである「西普天間キャン

パス」に移転、開学いたしました。保健学科は、沖縄県の医療・福祉の復興、特に感染

症治療や予防および母子保健の確立のための人材育成を担うために 1968 年に那覇市与

儀キャンパスに設置された保健学部にその源流をたどることができます。1981 年には

医学部保健学科に改組され、その後上原キャンパスへの移転を経験したのち、1986 年

に設置された大学院保健学研究科修士課程を大学院保健学研究科博士前期・後期課程と

発展させてきました。 

「西普天間キャンパス」では、保健学科も沖縄健康医療拠点の一端を担うことが期待

されています。沖縄健康医療拠点では、「高度医療・研究機能の拡充」、「地域医療水準

の向上」、「国際研究交流・医療人材育成」の三つの柱を形成するとしています。保健学

科に入学された学生の皆様もこれらの三つの柱の形成に貢献できる医療人材となるこ

とが期待されています。 

保健学科では、100を超える専門教育科目が提供されており、幅広い高度な専門知識

や技術を習得することができます。また、3年生あるいは 4年生からいわゆる卒業研究

があります。6 つの講座に 18 の分野があり、いずれかの分野に所属して卒業研究を進

めていく中で、研究的な視点、考え方、解析方法など高度な医療人材となるために必要

な要素の一つを実践することができます。国際研究教育交流の一環として、タイなどの

海外の学生との交流の機会も設けています。 

保健学科に入学された学生の皆様の中には、医療人として活躍する自分の将来に胸を

躍らせておられる方もおられるでしょう。明確に自分の目標が定まっていない方もおら

れるかもしれません。保健学科のカリキュラムでは、必要な単位を取得すれば、看護師、

保健師、助産師、臨床検査技師の国家試験受験資格が、また、養護教諭の資格が得られ

ます。この履修要項をよく読む、そして、必要であればいろいろな人に質問をして自分

の疑問を解消する、課外活動も重要ですが、少しだけ頑張って向学心を燃やしてみるな

ど、積極的に自分の目標に向かって進んでください。 
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基礎看護学

疫学・行動科学

生物統計学

成人・がん看護学

地域看護学

精神看護学

臨床心理・学校保健学

在宅・慢性期看護学

老年看護学

母性看護・助産学

小児看護学

血液免疫検査学

検査技術学コース

Ⅰ　保健学科構成図

形態病理学

生理機能検査学病態検査学

病原体検査学

看護学コース

生体代謝学

生体検査学 分子遺伝学

基礎看護学

成人・老年看護学

母子看護学

地域看護学

国際地域保健学
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Ⅱ 保健学科の基本理念と教育目標 
 
 

１．保健学科の基本理念 

保健学は、健康を取り巻く広範な領域を対象とする学問であり、健康の保持増進、疾病

の予防を主たる目的とする。 
 その関連領域である看護学及び検査技術学は、ヒューマンケアを追求する人間科学であ

り、健康生活の支援を通して人々の自立と自己実現を支援することを目的とする。 

 この目的を達成するため、保健学科は包括的保健医療の概念に基づき、健康にかかわる

科学と技術を教授することで、健康問題を解決できる科学的思考力と健康科学の進歩に即

応できる高度な能力を有しながら、社会性および豊かな人間性を兼ね備えた専門職を育成

する。 

 さらに、沖縄県の置かれた自然的(亜熱帯)、地理的(島嶼環境)、歴史的特徴をふまえ、

南に開かれた大学として、国際的視野を有する指導的人材を育成することを理念とする。 

 

２．教育目標 

１）看護学教育目標 
（１）知識・技能：生命を尊重し、豊かな人間性を備えた看護専門職としての知識・技術

を及び態度を習得します。 
（２）実践力：保健学を基盤とした看護実践能力を習得します。 

（３）専門性：保健医療福祉の専門職者と連携・協働し、社会に貢献できる専門能力を習

得します。 

（４）自律性：社会の変化や医療の高度化、多様化に対応できる柔軟な思考力と自主性 

を身に付けます。 

（５）国際性：諸外国との学際的交流を通して、グローバルな視点での看護活動を学びま

す。 

（６）問題解決能力：保健学を基盤とした研究能力の習得を通じて、問題解決のスキルを

身に付けます。 

（７）社会性とリーダーシップ：社会人として、また保健医療分野のリーダーとして必要

な見識や教養を身に付けます。 
 
 
２）検査技術学教育目標 

（１）知識・技能：臨床検査の専門家に必要な医学知識・医療技術を習得します。 

（２）実践力：病因を解明するために有用な関連科学分野の知識・技術を習得します。 

（３）専門性：医療・健康関連分野で幅広く活躍するために他専門識者と連携・協働し、
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医学知識・医療技術を生かした水平展開力を身に付けます。 

（４）コミュニケーション・スキル：医療の現場に求められるコミュニケーション力と協

調性を身に付けます。 

（５）情報リテラシー・国際性：グローバル時代の医療人に要求される語学力や IT を活

用した情報収集・発信力を習得します。 

（６）問題解決能力：研究能力の習得を通じて、地域における保健医療問題の解決のため

の即応力を身に付けます。 

（７）社会性とリーダーシップ：社会人として、また保健医療分野のリーダーとして必要

な見識や教養を身に付けます。 

３．履修後の資格取得

１）看護学コース

本コース終了後は看護師の国家試験受験資格を得ることができる。

さらに､保健師国家試験受験資格、助産師国家試験受験資格及び養護教諭一種免許取得

のためのカリキュラムのうち、いずれか一つのコースを選択履修することができる。 

２）検査技術学コース

本コース終了後は臨床検査技師の国家試験受験資格が得られ、将来病院および保健医

療機関において臨床検査技師としての道が開かれる。さらに、医学、歯学、獣医学、公

衆衛生学、薬学、化学、栄養学、農学等の教育機関あるいは研究施設における技術者と

して進むことができる。 

また、指定された科目を履修することにより健康食品管理士の受験資格が得られ、臨

床現場ではＮＳＴ（Nutrition Support Team）の分野、その他の健康食品の開発や研究、

販売などの分野に進むことができる。 
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Ⅲ ． 医 学 部 規 程





○琉球大学医学部規程 

(昭和 56年 3月 31日制定) 
 

昭和57年4月19日 昭和58年4月11日 昭和59年4月26日 

昭和60年4月24日 平成 2年6月8日 平成 6年3月22日 

平成 7年6月28日 平成 7年11月28日 平成13年6月27日 

平成15年2月24日 平成16年4月1日 平成17年4月1日 

平成18年2月22日 平成19年4月1日 平成20年4月1日 

平成20年7月23日 平成21年4月1日 平成22年3月19日 

平成25年3月27日 平成26年3月19日 平成27年2月18日 

平成27年6月24日 平成28年2月24日 平成29年2月22日 

平成30年2月28日 平成30年5月23日 平成30年9月26日 

平成30年11月28日 平成31年3月5日 令和元年11月27日 

令和 2年3月4日 令和 2年11月25日 令和 3年3月5日 

令和 3年9月6日 令和 4年3月19日 令和 4年12月21日 

令和 5年3月6日 令和 6年3月27日 令和 7 年3月26日 
 

(趣旨) 

第 1条 この規程は、国立大学法人琉球大学組織規則第 27条第 2項の規定に基づき、琉

球大学学則(以下「学則」という。)に定めるもののほか、琉球大学医学部(以下「医学

部」という。)の授業科目、単位、授業時間、履修方法その他必要な事項を定める。 

(教育内容等の改善のための組織的な研修等) 

第 1条の 2 授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するも

のとする。 

(学科及び講座) 

第 2条 本学部に、次の学科及び講座を置く。 

医学科  
保健学科 基礎看護学、成人老年看護学、母子看護学、地域看護学、生体検査学、病

態検査学 

  

(教育研究上の目的) 

第 2条の 2 医学部の教育研究上の目的及び医学科、保健学科の人材の育成に関する目的

は、次のとおりとする。 

医学部 

(1)  島嶼環境にある沖縄県のおかれた自然的・地理的条件並びに歴史的背景をふま

え、地域医療を充実させる。 

(2)  国民の医療、福祉、保健の向上に貢献するとともに、南に開かれた国際性豊かな

医学部として発展させ、東南アジアを主とする諸外国との学術交流及び保健・医療
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協力に寄与する。 

医学科 

   医学に関する専門の学術を修得し、医の倫理を身につけ、医学の進歩に柔軟に対

応しうる医師、研究者を育成する。 

保健学科 

   保健学に関する専門の学術を修得し、生命を尊重する思いやりを持った、地域社

会並びに国際社会に貢献する保健医療専門識者を育成する。 

(共通教育等の授業科目の種類等) 

第 3条 共通教育及び専門基礎教育(以下「共通教育等」という。)の授業科目の種類、単

位数及びその履修方法は、琉球大学共通教育等履修規程の定めるところによる。 

2 医学科の第 2年次特別編入学者にあっては、前項に定める単位の修得を要さない。た

だし、「動物実験の基礎」及び「倫理総合討論」にあっては、履修するものとする。 

(専門教育の授業科目等) 

第 4条 各学科の専門科目の種類、単位数、授業時間数及び履修方法については、別表 1

及び別表 2のとおりとする。 

2 医学科の第 2年次特別編入学者にあっては、1年次対象の科目の履修を要さない。 

(単位の計算方法) 

第 5条 専門教育の授業科目の単位の計算方法は、次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習については、15時間の授業をもって 1単位とする。ただし、教育上

必要と認められる場合には、30時間の授業をもって 1単位とする。 

(2) 実験及び実習については、45時間の授業をもって 1単位とする。ただし、教育上

必要と認められる場合には、30時間の授業をもって 1単位とする。 

(3) 一つの授業科目について、講義、演習、実験又は、実習のうち二以上の方法の併

用により行う場合において、講義及び演習については係数 3(ただし、演習について

は、教育上必要と認める場合には係数 1.5)、実験及び実習については係数 1(ただし、

演習については、教育上必要と認める場合には係数 1.5)に対し、それぞれの授業時

間を乗じて得た数値の和が 45時間の授業をもって 1単位とする。 

2 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適当と認められる場合には、これらに必要

な学修を考慮して、単位数を定めるものとする。 

(授業科目の公示) 

第 6条 各学科の各学期に開設する授業科目、単位数、授業時間数及び担当教員は、各学

期の始めに公示する。ただし、臨時に開講する授業料目については、開講 1週間前ま

でに公示する。 

(登録・試験及び成績評価) 
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第 7条 医学科及び保健学科の共通教育等の科目並びに保健学科専門科目の登録、試験及

び成績評価については、琉球大学各学部共通細則の定めるところによる。 

2 医学科専門科目の試験、履修及び進級等については、別に定める。 

(臨床実習履修条件) 

第 8条 医学科の臨床実習を開始できる者は、共公益社団法人 医療系大学間共用試験実

施評価機構が行う共用試験(OSCE：Objective Structured Clinical Examination、CBT：C

omputer Based Testing)に合格した者でなければならない。 

(関連教育病院) 

第 9条 医学科は、関連教育病院において学生の臨床実習の一部を行なわせるものとする。 

2 前項の臨床実習に関する必要な事項は、別に定める。 

(卒業の要件) 

第 10条 卒業するには、医学科にあっては本学に 6年以上(学則第 33条第 2項の規定に

基づく医学科の第 2年次特別編入学者の卒業要件は 5年以上)在学し、別表 3に定める

単位の修得並びに専門科目を履修し、かつ、総合試験及び臨床実習後 OSCE(Post-CC OSC

E)に合格しなければならない。 

2 保健学科にあっては本学に 4年以上在学し、別表 4に定める単位の修得並びに専門科

目を履修しなければならない。 

(卒業の判定) 

第 11条 卒業の判定は、教授会が行う。 

(各種免許) 

第 12条 保健学科の学生で、各種の免許状を取得しようとする者は、当該免許にかかる

所要の単位を修得しなければならない。 

(指導教員) 

第 13条 学生の勉学その他の相談に応じるため、各学科の年次ごとに指導教員を置く。 

(改廃) 

第 14条 この規程の改廃は、医学部教授会の議を経て、学部長が行う。 

附 則(昭和 57年 4月 19日) 

この規程は、昭和 57年 4月 19日から施行し、昭和 57年 4月 1日から適用する。 

附 則(昭和 58年 4月 11日) 

この規程は、昭和 58年 4月 11日から施行し、昭和 58年 4月 1日から適用する。 

附 則(昭和 59年 4月 26日) 

この規程は、昭和 59年 4月 26日から施行し、改正後の琉球大学医学部規程の規定は、

昭和 59年 4月 1日から適用する。 
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附 則(昭和 60年 4月 24日) 

この規程は、昭和 60年 4月 24日から施行し、改正後の琉球大学医学部規程の規定は、

昭和 60年 4月 1日から適用する。 

附 則(平成 2年 6月 8日) 

この規程は、平成 2年 6月 8日から施行する。 

附 則(平成 6年 3月 22日) 

1 この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。 

2 改正後の第 4条、第 5条及び第 10条の規定は、平成 6年度の入学者から適用する。 

3 前項の規定にかかわらず、必要と認める場合には、改正後の第 5条の規定を平成 6年

3月 31目に在学する者(以下「在学者」という。)に適用する。 

4 前 2項の規定にかかわらず、必要と認める場合には、在学者に改正後の第 4条及び第

5 条の規定に基づき平成 6 年度以降の入学者のために開設される授業科目を履修させる。

この場合において、当該授業科目の履修を改正前の規定に基づく授業科目の履修とみ

なし、単位を与える。 

附 則(平成 7年 6月 28日) 

この規程は、平成 7年 6月 28日から施行する。 

附 則(平成 7年 11月 28日) 

この規程は、平成 8年 4月 1日から施行し、改正後の第 4条別表 1は、平成 7年 4月 1

日に在学する者に適用する。 

附 則(平成 13年 6月 27日) 

この規程は、平成 13年 6月 27日から施行し、平成 13年 4月 1日から適用する。 

附 則(平成 15年 2月 24日) 

1 この規程は、平成 15年 4月 1日から施行する。 

2 平成 15年 3月 31日に在学していた者については、改正後の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則(平成 16年 4月 1日) 

この規程は、平成 16年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 17年 4月 1日) 

この規程は、平成 17年 4月 1日から施行し、平成 17年 3月 1日から適用する。 

附 則(平成 18年 2月 22日) 
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この規程は、平成 18年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 19年 4月 1日) 

この規程は、平成 19年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 20年 4月 1日) 

この規程は、平成 20年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 20年 7月 23日) 

この規程は、平成 20年 7月 23日から施行する。 

附 則(平成 21年 4月 1日) 

この規程は、平成 21年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 22年 3月 19日) 

この規程は、平成 22年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 25年 3月 27日) 

この規程は、平成 25年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 26年 3月 19日) 

この規程は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 27年 2月 18日) 

この規程は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 27年 6月 24日) 

この規程は、平成 27年 6月 24日から施行する。 

附 則(平成 28年 2月 24日) 

この規程は、平成 28年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 29年 2月 22日) 

この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 30年 2月 28日) 

この規程は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 30年 5月 23日) 

1 この規程は、平成 30年 5月 23日から施行し、平成 30年 4月 1日から適用する。 
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2 第 3条第 2項の規定は、平成 29年度以前に在籍していた者についても適用する。 

附 則(平成 30年 9月 26日) 

この規程は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 30年 11月 28日) 

この規程は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 31年 3月 5日) 

1 この規程は、平成 31年 4月 1日から施行する。 

2 第 10条第 1項については、平成 31年 4月 1日以降の在籍者に適用する。 

附 則(令和元年 11月 27日) 

この規程は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 2年 3月 4日) 

1 この規程は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

2 別表 3脚注の一部改正については、必要と認める場合、令和 2年 4月 1日に在籍する

第 2年次特別編入学学生にも適用する。 

附 則(令和 2年 11月 25日) 

この規程は、令和 3年 4月 1日から施行し、改正後の別表 1及び別表 2は、令和 3年 4

月 1日以降に在籍する者に適用する。 

附 則(令和 3年 3月 5日) 

この規程は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 9月 6日) 

この規程は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 19日) 

この規程は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 12月 21日) 

この規程は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 6日) 

1 この規程は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

2 令和 5年度以前に編入学した学生については、改正後の第 4条第 2項の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 
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附 則(令和 6年 3月 27日) 

この規程は、令和 6年 4月 1日から施行し、改正後の別表 1、別表 2、別表 3及び別表

4は、令和 6年度の入学者から適用する。 

 

附 則（令和７年３月２６日） 

この規程は，令和７年 4月 1日から施行し、改正後の別表１及び別表２は、令和７年

度の入学者から適用する。 

 

 

別表 1 

[別紙参照] 

別表 2 

[別紙参照] 

別表 3 

[別紙参照] 

別表 4 

[別紙参照] 

‒ 13 ‒



  

101 1 (1-0) 1 2 323 3 (2-3) 3 1

102 2 (2-0) 1 1 325 3 (2-3) 3 1

103 2 (2-0) 1 1 333 1 (1-0) 3 1

111 2 (2-0) 1 2 334 2 (2-0) 3 1

112 1 (1-0) 1 2 214 1 (0-3) 3

114 1 (1-0) 1 2 215 1 (1-0) 3

121 2 (2-0) 1 3 321 2 (1-3) 3

122 2 (2-0) 1 3 326 2 (0-6) 3

371 1 (1-0) 3 331 1 (1-0)

123 2 (1-3) 1 305 2 (2-0) 3 2

124 2 (1-3) 1 306 2 (2-0) 3 2

131 2 (1-3) 1 4 307 2 (2-0) 3 1

133 3 (3-0) 1 4 317 2 (2-0) 3 2

134 1 (0-3) 1 318 3 (3-0) 3 2

135 1 (0-3) 1 322 1 (1-0) 3 2

132 2 (2-0) 2 1 327 2 (2-0) 3 2

201 2 (2-0) 2 1 328 3 (3-0) 3 2

211 2 (1-3) 2 1 329 2 (1-2) 3 2

212 1 (1-0) 2 1 332 1 (1-0) 3 2

216 3 (2-3) 2 1 335 2 (2-0) 3 2

234 2 (2-0) 2 1 336 1 (0-3) 3 2

202 2 (1-3) 2 353 1 (1-0) 3 2

204 3 (3-0) 2 319 2 (2-0) 3 3

205 3 (2-3) 2 341 2 (2-0) 3 3

221 2 (2-0) 2 2 342 2 (2-0) 3 3

222 2 (2-0) 2 2 343 2 (2-0) 3 3

224 2 (2-0) 2 2 344 2 (2-0) 3 3

233 2 (2-0) 2 2 351 2 (2-0) 3 3

235 1 (1-0) 2 2 352 3 (3-0) 3 3

236 1 (0-3) 2 2 354 1 (1-0) 3 3

238 3 (2-3) 2 2 345 1 (0-3) 3

255 1 (1-0) 2 2 363 11 (0-33) 3

277 1 (1-0) 2 2 346 2 (0-6) 3 4

231 1 (0-3) 2 3 347 2 (0-6) 3 4

241 2 (0-6) 2 3 348 2 (0-6) 3 4

243 1 (0-3) 2 3 362 2 (0-6) 3 4

244 1 (0-3) 2 3 373 2 (2-0) 3 4

256 1 (1-0) 2 3 374 2 (2-0) 3 4

252 3 (2-2) 2 446 1 (1-0) 4

237 2 (2-0) 4 412 2 (0-6) 4

262 2 (2-0) 2 4 413 2 (0-6) 4

263 2 (2-0) 2 4 414 2 (0-6) 4

264 2 (2-0) 2 4 415 2 (0-6) 4

265 2 (2-0) 2 4 416 1 (0-3) 4

266 1 (1-0) 2 4 403 2 (2-0) 4 2

271 2 (2-0) 2 4 404 1 (1-0) 4 2

272 3 (2-3) 2 4 422 4 (0-12) 4

273 2 (2-0) 2 4 423 2 (0-6) 4

275 1 (1-0) 2 4 424 1 (1-0) 4

276 2 (2-0) 2 4 425 4 4

278 1 (1-0) 2 4 426 4 (4-0) 4

314 2 (2-0) 2 4 432 2 (0-6) 4 3

302 2 (2-0) 3 1 442 1 (0-3) 4 3

303 1 (1-0) 3 1 447 1 (1-0) 4 3

304 1 (1-0) 3 1 445 2 (2-0) 4

311 2 (2-0) 3 2 448 6 (0-18) 4

312 2 (2-0) 3 1 444 1 (0-3) 4 4

315 2 (2-0) 3 1 401 4 (0-12) 4

320 3 (2-3) 3 1 431 2 (0-6) 4
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101 1 (1-0) 1 2

102 2 (2-0) 1 1

103 2 (2-0) 1 1

111 2 (2-0) 1 2

112 1 (1-0) 1 2

114 1 (1-0) 1 2

121 2 (2-0) 1 3

122 2 (2-0) 1 3

123 2 (1-3) 1

124 2 (1-3) 1

131 2 (1-3) 1 4

132 2 (2-0) 2 1

133 3 (3-0) 1 4

134 1 (0-3) 1
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135 1 (0-3) 1

201 2 (2-0) 2 1

202 2 (1-3) 2

204 3 (3-0) 2

205 3 (2-3) 2

211 2 (1-3) 2 1

212 1 (1-0) 2 1

214 1 (0-3) 3

215 1 (1-0) 3

216 3 (2-3) 2 1

221 2 (2-0) 2 2

222 2 (2-0) 2 2

224 2 (2-0) 2 2

231 1 (0-3) 2 3

233 2 (2-0) 2 2

234 2 (2-0) 2 1

235 1 (1-0) 2 2

236 1 (0-3) 2 2
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237 2 (2-0) 4

238 3 (2-3) 2 2

241 2 (0-6) 2 3

243 1 (0-3) 2 3

244 1 (0-3) 2 3

252 3 (2-2) 2

255 1 (1-0) 2 2

256 1 (1-0) 2 3

262 2 (2-0) 2 4

263 2 (2-0) 2 4

264 2 (2-0) 2 4

265 2 (2-0) 2 4

266 1 (1-0) 2 4

271 2 (2-0) 2 4

272 3 (2-3) 2 4

273 2 (2-0) 2 4

275 1 (1-0) 2 4

276 2 (2-0) 2 4

277 1 (1-0) 2 2
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278 1 (1-0) 2 4

302 2 (2-0) 3 1

303 1 (1-0) 3 1

304 1 (1-0) 3 1

305 2 (2-0) 3 2

306 2 (2-0) 3 2

307 2 (2-0) 3 1

311 2 (2-0) 3 2

312 2 (2-0) 3 1

314 2 (2-0) 2 4

315 2 (2-0) 3 1

317 2 (2-0) 3 2

318 3 (3-0) 3 2

319 2 (2-0) 3 3

320 3 (2-3) 3 1

321 2 (1-3) 3

322 1 (1-0) 3 2

323 3 (2-3) 3 1
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325 3 (2-3) 3 1

326 2 (0-6) 3

327 2 (2-0) 3 2

328 3 (3-0) 3 2

329 2 (1-2) 3 2

331 1 (1-0)

332 1 (1-0) 3 2

333 1 (1-0) 3 1

334 2 (2-0) 3 1

335 2 (2-0) 3 2

336 1 (0-3) 3 2

341 2 (2-0) 3 3

342 2 (2-0) 3 3

343 2 (2-0) 3 3

344 2 (2-0) 3 3

345 1 (0-3) 3

346 2 (0-6) 3 4

347 2 (0-6) 3 4

‒ 19 ‒



348 2 (0-6) 3 4

351 2 (2-0) 3 3

352 3 (3-0) 3 3

353 1 (1-0) 3 2

354 1 (1-0) 3 3

362 2 (0-6) 3 4

363 11 (0-33) 3

371 1 (1-0) 1-4 3

373 2 (2-0) 3 4

374 2 (2-0) 3 4

401 4 (0-12) 4

403 2 (2-0) 4 2

404 1 (1-0) 4 2

412 2 (0-6) 4
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413 2 (0-6) 4

414 2 (0-6) 4

415 2 (0-6) 4

416 1 (0-3) 4

422 4 (0-12) 4

423 2 (0-6) 4

424 1 (1-0) 4

425 4 4

426 4 (4-0) 4

431 2 (0-6) 4

432 2 (0-6) 4 3

442 1 (0-3) 4 3

444 1 (0-3) 4 4

445 2 (2-0) 4

446 1 (1-0) 4

447 1 (1-0) 4 3

448 6 (0-18) 4
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3 1

3 2

1 1
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1

1
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2 2

1 1
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3
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14 9 2

32 25 2

‒ 31 ‒



Ⅳ-３ 免許・資格等の手続き 
 

 
看護師・保健師・助産師 

 看護師・保健師・助産師の免許の取得は、国家試験に合格した後に免許申請の手続きを行う。 

１ 受  験 

(1) 受験資格 

  ① 看護師：「保健師助産師看護師法第２１条第１号」 

  ② 保健師：「法第１９条第１号」 

  ③ 助産師：「法第２０条第１号」 

(2) 受験科目 

  ① 看護師：「法施行規則第２２条」 

    人体の構造と機能、疾病の成り立ちと回復の促進、健康支援と社会保障制度、基礎看護学、 

成人看護学、老年看護学、小児看護学、母性看護学、精神看護学、在宅看護論、看護の統合 

と実践 

  ② 保健師：「法施行規則第２０条」 

    公衆衛生看護学、疫学、保健統計学、保健医療福祉行政論 

  ③ 助産師：「法施行規則第２１条」 

    基礎助産学、助産診断・技術学、地域母子保健、助産管理 

(3) 願書の提出：「法施行規則第２４条、２５条、２６条」 

   次の書類を厚生労働大臣に提出する。 

  ① 看護師：受験願書（第２号様式）、写真、看護師国家試験の受験資格を証明する書類（修業証明書） 

  ② 保健師：受験願書（第２号様式）、写真、保健師国家試験の受験資格を証明する書類（修業証明書） 

  ③ 助産師：受験願書（第２号様式）、写真、助産師国家試験の受験資格を証明する書類（修業証明書） 

(4) 願書等の提出先：人材派遣センターオキナワ 国家試験担当 

          〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地 1-7-1 琉球ﾘｰｽ総合ﾋﾞﾙ 9F 

(5) 国家試験の時期：２月 

 
２ 免許の申請 

(1) 免許の申請：「法施行令第１条の３」、「法施行規則第１条の３」 

  ① 免許申請書 

  ② 戸籍抄（謄）本 

  ③ 健康診断書 

  ④ 登録済証明書 

 (2) 申請書類等の提出先：住所地（住民票による）を所轄する保健所 

(注)沖縄県は住所地を管轄する保健所だが、沖縄県外では都道府県の主管課が受付窓口となっている

場合もある。 
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臨床検査技師 

 臨床検査技師免許の取得は、国家試験に合格した後に免許申請手続きを行う。 

１ 受  験 

(1) 受験資格：「臨床検査技師等に関する法律第１５条２号」、「法施行令第１８条第４号」 

   要  旨：大学において法に規定する検査並びに採血及び検体採取に関する科目で厚生労働大臣の

指定するもの（病態学、公衆衛生学、医用工学概論、血液検査学、病理検査学、尿・糞

便等一般検査学、生化学検査学、免疫検査学、遺伝子関連・染色体検査学、輸血・移植

検査学、微生物検査学、生理検査学、臨床検査総合管理学、医療安全管理学）を修めて

卒業した者。 

(2) 受験科目：「法施行規則第５条」 

 ① 医用工学概論（情報科学概論及び検査機器総論を含む｡） 

② 公衆衛生学（関係法規を含む｡） 

③ 臨床検査医学総論（臨床医学総論及び医学概論を含む｡） 

④ 臨床検査総論（検査管理総論及び医動物学を含む｡） 

⑤ 病理組織細胞学 

⑥ 臨床生理学 

⑦ 臨床化学（放射性同位元素検査技術学を含む｡） 

⑧ 臨床血液学 

⑨ 臨床微生物学 

⑩ 臨床免疫学 

(3) 願書の提出：「法施行規則第６条」 

 次の書類を厚生労働大臣に提出する。 

① 受験願書 

② 修業（卒業）証明書 

③ 履修証明書 

④ 写真 

(4) 願書等の提出先：人材派遣センターオキナワ 国家試験担当 

          〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地 1-7-1 琉球ﾘｰｽ総合ﾋﾞﾙ 9F 

(5) 国家試験の時期：２月 

２ 免許の申請 

(1) 免許の申請：「法施行令第１条」「法施行規則第１条の５」 

① 免許申請書 

 ② 戸籍抄（謄）本 

  ③ 健康診断書 

    ④ 登録済証明書 

(2) 申請書類等の提出先：住所地（住民票による）を所轄する保健所 

(注)沖縄県は住所地を管轄する保健所だが、沖縄県外では都道府県の主管課が受付窓口となっている

場合もある。 
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養護教諭 

 養護教諭免許は、学士（保健学）の称号を有し、教育職員免許に関する法令等に定められた科目及び単

位を修得することにより免許申請ができる。 

１ 免許の申請：「教育職員免許状に関する規則第３条」 

  学長を経由して県教育長に提出する。（在学生のみ） 

①  教育職員免許状授与願（第１号様式） 

② 戸籍抄本（本籍地の市町村長発行） 

③ 履歴書（第２号様式） 

④ 宣誓書（第３号様式） 

⑤ 学力に関する証明書 

２ 申請書類等の提出先：沖縄県教育庁学校人事課 （電話 098-866-2730） 

〒900-8570 那覇市泉崎 1-2-2 

※ 沖縄県以外で申請する場合は、当該教育庁へ問い合わせの上個人にて手続きを行うこと｡ 

 

健康食品管理士/食の安全管理士 

 健康食品管理士/食の安全管理士の称号取得は、日本食品安全協会が実施する試験に合格した後、認定登

録申請を行う。 

１ 受  験 

(1) 受験資格 

   健康食品管理士/食の安全管理士に必要な科目を履修し、３年次以上の者。 

(2) 受験科目 

健康食品総論、食品学・健康食品学各論、栄養学、食品衛生学、疾患と栄養、臨床検査学、 

医薬品と食品の相互作用、その他関係法規 

(3) 願書の提出 

① 健康食品管理士/食の安全管理士認定試験受験申請書 

② 卒業見込証明書又は在学証明書 

③ 指定科目履修証明書 

④ 認定試験受験票（官製はがき宛名欄に申請者の連絡先を記入） 

⑤ 受験書類受領連絡用はがき（      〃       ） 

(4) 願書等の提出先：日本食品安全協会 

(5) 試験の時期：５月、１１月 

２ 登 録 等 

  認定試験に合格した者は、健康食品管理士/食の安全管理士への登録資格を取得し、登録申請（登録手

数料２万円）を行った者は健康食品管理士/食の安全管理士の称号を取得し、認定を受けることができる。 

 登録は５年間有効で、更新するためには期間中に所定の単位を取得することが必要となる。 
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授   業   科  目 単位 担 当 教 員 名

保Ｑ 101 生命倫理学 1 学科長（オ）

保Ｑ 102 保健福祉政策論 2 小林　潤

保Ｑ 103 シミュレーション演習 2

医学科教務委員長（オ）、屋良　さとみ(医学科)、保健
学科教務委員長、 玉城　陽子（保健学科）東恩納　美樹
（保健学科）関口　浩至（保健学科）本永　久美子（保
健学科）當山　裕子(保健学科) 外間　知香子（保健学
科）　高良めぐみ(保健学科)　 眞榮城　千夏子(保健学
科)   和氣　則江(保健学科) 髙山　智美(保健学科)
川満　早(保健学科) 与儀　翔平(保健学科) 宮城　和文
(保健学科) 屋宜　宣慶(保健学科) 崎浜　秀悟(保健学
科) 　新任(保健学科)

保Ｑ 111 看護学概論 2 豊里　竹彦、本永　久美子

保Ｑ 112 保健関係法規 1 小林　潤

保Ｑ 114 早期体験演習 1 一年次指導教員

保Ｑ 121 生化学 2 原嶋　奈々江

保Ｑ 122 栄養学 2 伊藤　早苗

保Ｑ 123 解剖学・組織学 2 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 124 生理学 2 粟田　久多佳、今泉　直樹、屋宜　宣慶

保Ｑ 131 微生物学 2 平井　到

保Ｑ 132 地域看護学 2 當山　裕子、外間　知香子、高良　めぐみ

保Ｑ 133 生活援助看護技術Ⅰ 3 渡慶次　道太、豊里　竹彦、本永　久美子、眞榮城　千夏子

保Ｑ 134 生活援助看護技術実習Ⅰ 1 渡慶次　道太、豊里　竹彦、本永　久美子、眞榮城　千夏子

保Ｑ 135 地域包括ケア実習Ⅰ 1 関口　浩至

保Ｑ 201 疫学 2 池原　賢代、喜屋武　享

保Ｑ 202 薬理学 2 中尾　浩史

保Ｑ 204 生活援助看護技術Ⅱ 3 眞榮城　千夏子、豊里　竹彦、本永　久美子、渡慶次 道太

保Ｑ 205 病理学 3 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 211 分析化学 2 伊藤　早苗、原嶋　奈々江

保Ｑ 212 免疫学 1 福島　卓也

保Ｑ 214 地域アセスメント実習 1 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 215 地域アセスメント 1 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 216 臨床検査総論 3 中尾　浩史、崎浜　秀悟

保Ｑ 221 高齢期看護学 2 東恩納　美樹

保Ｑ 222 母性看護学 2 遠藤　由美子

保Ｑ 224 フィジカルアセスメント 2 眞榮城　千夏子、豊里　竹彦、本永　久美子、渡慶次 道太

保Ｑ 231 生化学実習 1 原嶋　奈々江

保Ｑ 233 臨床検査管理･機器総論 2 中尾　浩史

保Ｑ 234 保健統計学 2 米本　孝二

保Ｑ 235 医動物学 1 平井　到

保Ｑ 236 医動物学実習 1 平井　到、宮城　和文

保Ｑ 237 食品衛生学 2 伊藤　早苗

保Ｑ 238 臨床血液学 3 福島　卓也

保Ｑ 241 生活援助看護技術実習Ⅱ 2 眞榮城　千夏子、豊里　竹彦、本永　久美子、渡慶次 道太

Ⅴ　保健学科授業科目の担当教員

科目番号
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授   業   科  目 単位 担 当 教 員 名科目番号

保Ｑ 243 高齢期看護実習Ⅰ 1 東恩納　美樹、新任

保Ｑ 244 地域包括ケア実習Ⅱ 1 関口　浩至

保Ｑ 252 医用電子工学 3 粟田　久多佳

保Ｑ 255 生化学検査学 1 原嶋　奈々江

保Ｑ 256 総合検査学I 1 金城　貴夫（オ）、与儀　翔平

保Ｑ 262 症候病態論 2 小林　潤

保Ｑ 263 成人看護学 2 照屋　典子

保Ｑ 264 精神看護学 2 髙原　美鈴、遠藤　由美子

保Ｑ 265 小児看護学 2 新任、遠藤　由美子

保Ｑ 266 国際環境保健学 1 米本　孝二（オ）

保Ｑ 271 病態生理学 2 粟田　久多佳、今泉　直樹

保Ｑ 272 臨床化学Ⅰ 3 原嶋　奈々江

保Ｑ 273 臨床心理学 2 和氣　則江（オ）

保Ｑ 275 分子生物学入門 1 中尾　浩史

保Ｑ 276 公衆衛生看護学概論 2 外間　知香子、當山　裕子、高良めぐみ

保Ｑ 277 遺伝看護学 1 照屋　典子、玉城　陽子

保Ｑ 278 島嶼地域看護論 1 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 302 母性看護実践学 2 遠藤　由美子、玉城　陽子、髙山　智美

保Ｑ 303 緩和ケア論 1 照屋　典子

保Ｑ 304 看護システムと国際看護 1 豊里　竹彦、本永　久美子

保Ｑ 305 高齢期看護実践学 2 東恩納　美樹、新任

保Ｑ 306 在宅看護実践学 2 関口　浩至

保Ｑ 307 在宅看護学 2 関口　浩至

保Ｑ 311 公衆衛生看護実践学Ⅰ 2 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 312 助産の理論 2 遠藤　由美子

保Ｑ 314 ウイメンズヘルス 2 遠藤　由美子

保Ｑ 315 養護概説 2 和氣　則江、池原　賢代

保Ｑ 317 健康教育学 2 喜屋武　享、池原　賢代

保Ｑ 318 助産診断・技術学Ⅰ 3 玉城　陽子

保Ｑ 319 ヘルスカウンセリング論 2 和氣　則江（オ）

保Ｑ 320 臨床免疫学 3 福島　卓也

保Ｑ 321 臨床生理学Ⅰ 2 粟田　久多佳、今泉　直樹、屋宜　宣慶

保Ｑ 322 臨床病態学総論 1 福島　卓也

保Ｑ 323 病理組織細胞学 3 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 325 臨床微生物学 3 平井　到

保Ｑ 326 技術卒業研究Ⅰ 2 各卒業研究指導教員

保Ｑ 327 臨床化学Ⅱ 2 原嶋　奈々江

保Ｑ 328 臨床生理学Ⅱ 3 粟田  久多佳、今泉　直樹

保Ｑ 329 遺伝子診断技術学 2 中尾　浩史

保Ｑ 331 感染看護学 1 照屋　典子

保Ｑ 332 がん看護論 1 照屋　典子

保Ｑ 333 救急・災害援助 1 関口　浩至
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授   業   科  目 単位 担 当 教 員 名科目番号

保Ｑ 334 周産期学 2 玉城　陽子　

保Ｑ 335 学校保健学 2 喜屋武　享

保Ｑ 336 保健技術学実習Ⅰ 1 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 341 小児看護実践学 2 遠藤　由美子、新任

保Ｑ 342 慢性期看護実践学 2 照屋　典子、前田　緑子

保Ｑ 343 精神看護実践学 2 髙原　美鈴、遠藤　由美子

保Ｑ 344 急性期看護実践学 2 照屋　典子

保Ｑ 345 卒業研究Ⅰ 1 各卒業研究指導教員

保Ｑ 346 高齢期看護実習Ⅱ 2 東恩納　美樹、新任

保Ｑ 347 母性看護実習 2 遠藤　由美子、玉城  陽子、髙山　智美、川満　早

保Ｑ 348 在宅看護実習 2 関口　浩至

保Ｑ 351 公衆衛生看護実践学Ⅱ 2 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 352 助産診断・技術学Ⅱ 3 玉城　陽子、髙山　智美、遠藤　由美子

保Ｑ 353 助産管理 1 遠藤　由美子

保Ｑ 354 地域母子保健 1 玉城　陽子、髙山　智美、遠藤　由美子

保Ｑ 362 技術卒業研究Ⅱ 2 各卒業研究指導教員

保Ｑ 363 保健技術学実習Ⅱ 11 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 371 看護英語文献講読 1 野中　大輔　

保Ｑ 373 病理特殊検査法 2 金城　貴夫、与儀　翔平

保Ｑ 374 画像診断学 2 粟田　久多佳、今泉　直樹

保Ｑ 401 技術卒業研究Ⅲ 4 各卒業研究指導教員

保Ｑ 403 総合検査学Ⅱ 2 原嶋　奈々江（オ）

保Ｑ 404 遺伝子診断応用学 1 中尾　浩史

保Ｑ 412 小児看護実習 2 新任、玉城　陽子、川満　早、遠藤　由美子

保Ｑ 413 慢性期看護実習 2 照屋　典子、前田　縁子

保Ｑ 414 精神看護実習 2 髙原　美鈴、　遠藤　由美子

保Ｑ 415 急性期看護実習 2 照屋　典子、前田　縁子

保Ｑ 416 成人総合看護実習 1 照屋　典子、前田　縁子

保Ｑ 422 公衆衛生看護実習Ⅰ 4 外間　知香子、當山　裕子、高良　めぐみ

保Ｑ 423 助産実習Ⅰ 2 遠藤  由美子、玉城  陽子、髙山　智美

保Ｑ 424 養護実践演習 1 和氣　則江

保Ｑ 425 養護実習 4 和氣　則江

保Ｑ 426 助産診断・技術学Ⅲ 4 髙山　智美

保Ｑ 431 卒業研究Ⅱ 2 各卒業研究指導教員

保Ｑ 432 看護統合実習 2 照屋　典子（オ）

保Ｑ 442 公衆衛生看護実習Ⅱ 1 當山　裕子、外間　知香子、高良　めぐみ

保Ｑ 444 助産統合実習 1 玉城  陽子、髙山　智美

保Ｑ 445 教職実践演習(養護教諭) 2 和氣　則江、教育学部・研究科または教職ｾﾝﾀｰ教員

保Ｑ 446 公衆衛生看護管理Ⅰ 1 當山　裕子、外間　知香子、高良　めぐみ

保Ｑ 447 公衆衛生看護管理Ⅱ 1 當山　裕子、外間　知香子、高良　めぐみ

保Ｑ 448 助産実習Ⅱ 6 遠藤  由美子、玉城  陽子、髙山　智美
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Ⅵ．講義や実習に関わる情報端末および 

インターネット利用の禁止事項 
 

 

 

1.講義や実習中に、担当教員の許可なく録音、画像の撮影・録画を行うこと。 

また、それらをインターネット上に公開すること。 

2.講義や実習中に、担当教員の許可なくパソコン、携帯電話、スマートフォン、多機能

携帯端末等を使用すること。 

3.学習上知り得た個人情報等をインターネット上に公開すること。 

4.試験の過去問題、授業スライド(PowerPoint、PDF等)、実習レポート、実習データ等を

インターネット上に公開すること。 

 

※上記に違反した者は、懲戒処分の対象となります。 

 

 

保健学科の授業では、医学教育のために提供していただいた人体や動物から得られた試料・情報が

用いられています。試料・情報を提供してくださった方々は、その公開を望んでいません。この試料・

情報を公開することは、人としての倫理観や動物愛護の精神が欠如している行為です。 

また、講義の内容や試験問題を公開することは著作権の侵害等にあたります。 

以上は、常識的なことですが、過ってしまうと社会的な問題にもなるので、履修要項の巻末に掲載

しました。 

 

平成 28 年 2 月 17 日 
保健学科教務委員会決定 
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